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　　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会：会報
　 河原井さん・根津さんらの「君が代」解雇をさせない会ニュース
　　　　　　　　　　　　　　ＮＯ９　発行：２００７年７月２０日

　　連絡先：〒１８６－０００４　東京都国立市北１―１－６　コーポ翠１階

　　多摩島嶼教職員組合（略称：多摩教組）ＴＥＬ　０４２－５７１－２９２１　ＦＡＸ　０４２－５７４－３０９５
　　　　　　　　　　郵便振込口座：００１１０－４－２７９５９５

　　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会 http://www.din.or.jp/~okidentt/nezusan.htm
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    　　署名のおねがい

  現在停職6ヶ月の根津さんには、来春、免職＝解雇が危惧されます。根津さんへの解雇を許してしまったら、2009年には河原井さんもまた、その危惧があります。そして何よりも、東京の教育が完全に“お国のための教育”になりきってしまいます。「愛国心」教育を柱とする教育基本法に改悪された今、東京が成功すれば、文部科学省は勢いづき、全国がこれに倣うでしょう。ですから、何としても来春、根津さんを解雇させてはなりません。

　 そこで、皆さまにお願いです。これから8ヶ月、根津さん解雇をさせないためにお力をお貸しください。

まずは、同封しました署名用紙を使って、周りの方に署名を呼びかけてください。その際、東京の「君が代」処分の異常さと、それが教育基本法の具体化であること、だからこそ、なおのこと、根津さんも河原井さんも解雇を覚悟で、教員としての職責を貫くのだということを、伝えてください。別紙チラシもお使いください。全国の人たちが関心を持ち、都教委に声をあげていくことが、解雇をさせない力に繋がると思います。

なお、賛同団体は、まだ入っていませんが、今呼びかけ始めたとこですので、これから順次入ってくる予定です。皆さまの所属される団体でも、賛同をご検討ください。賛同が決まりましたら、事務局までお知らせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次
　　　　さらにお願いです。別紙チラシに記してありますが、
都教委にあなたの生の声を届けてください。また、新聞へ

の投稿などいかがでしょう。一度にたくさんの人の目に触れ、

有効的です。挨拶を交わすように、世間話で「君が代解雇は

　　教育を破壊する」　と話題に載せるのもいかがでしょう。


■　２００１年発足の「石川中裁判を支える会」の発展的解消について
　会計報告をもって、残金を「河原井さん根津さんらの「君が代」解雇させない会」に繰り越すことで承認。

■　06年度活動報告から
①裁判・人事委員会審理傍聴、再発防止研修抗議支援行動、０７年３月３１日処分発令抗議　　

　行動など

　★「停職処分を取り消せ訴訟」傍聴支援　

　(06年12/14本人陳述  07年2/8書面交換  3/22書面交換  5/16こちら側の準備書面提出)

　　　　 河原井さん　０６・１　調布養護学校周年行事　停職１ヶ月　第５次被処分

　　　　 根津さん　 　０６・３　立川二中卒業式　      停職３ヶ月　第９次被処分

　★「人事委員会審理」傍聴支援

　（06年10/6 立川二中校長尋問）

　　　　 根津さん　０５・３卒業式　減給6ヶ月　第６次被処分

　　　　　　　　　   ０５・４入学式　停職1ヶ月　第7次被処分

　★再発防止研修時の抗議支援

　06年7/21 基本研修　（被処分者36人対象）　根津･河原井さんは別室で個別研修

　06年9/15 専門研修　（不起立2回以上被処分者14人対象）

　★07年3/31処分発令抗議行動　要求書提出

　　　 河原井さん　０７・３　八王子東養護学校卒業式　停職３ヶ月　第６次処分

　　　 根津さん　　 ０７・３　鶴川二中卒業式　　　　　  停職６ヶ月　第10次処分

②署名活動

　第1回署名活動　　「累積処分をやめろ」署名　　合計20,058筆　　都教委へ提出

　第2回署名活動　　「職務命令を出すな」署名　　合計8,523筆　　

　　　　　　　　　　　都教委・町田教委・八王子東養護学校校長・鶴川二中校長へ提出

③都教委への抗議要請・都庁前情宣活動

　署名提出時には必ず都庁第２庁舎の教育情報課を訪ね、「署名はどのように扱われているのか」「9･21判決を尊重し控訴するな」「累積処分をするな」「職務命令を出すな」など、要求書や質問を提出し、納得のいく回答を要求するが、「回答は控えさせていただく」などという回答にもならぬ対応で対話が成り立たない状況。

　都庁前でのビラまき情宣活動は毎週金曜日に行い、確実に成果を収めている。06年2月からビラまきを始めて以来、32回を数えている。

④駅頭ビラまき情宣活動

　八王子・豊田･日野・鶴川などの駅前でビラまき。特に町田市鶴川では、根津さんが鶴川二中に異動して校門前出勤を続ける中で、それを支える地元の人たちの活動が始まっていった。

　「君が代不起立」の上映会は２度にわたり開催され、町田教組や地元市民グループによる署名活動、町田市教委への「異動させるな」申し入れ行動は6次に及ぶ行動となっていった。

⑤会員状況、ニュース発行、ビデオ上映会など

　★　会員数　382名　カンパ会員　68名　合計450名　（5月31日現在）

　★　ニュース発行　8回　　発送部数　約900部

　★　「君が代不起立」（ビデオプレス製作）上映会

　　2月23日　中野ゼロホール「・・・ひとりから始まる・・・」参加者350名

　　この映画を観て、「こんなことになっているとは知らなかった」「ひどすぎる。何とかしなくてはならないという気持ちにさせられた」など、反響は大きい。このビデオを観て、傍聴支援に来てくださる方も出始めた。

■　会計報告から

	　　　　　　　　2006年度　解雇をさせない会（略称）決算報告

	　収入の部
	　
	　支出の部
	　

	摘要
	金額
	摘要
	金額

	繰越金(東京ココロ裁判伴さん）
	25,000
	会議・会場費
	38,560

	６／１５決起集会収入
	56,000
	通信発行８回
	299,765

	６/１５会場カンパ
	1,108,029
	郵便振替手数料
	16,240

	特別カンパ
	700,000
	文具・事務費
	36,294

	年会費２０００×３８２
	764,000
	弁護士費用
	2,512,200

	振込等個人カンパ６８＋α
	1,395,464
	裁判関係事務費
	139,955

	２・２３上映会還元金＆会場カンパ
	167,947
	　
	　

	全国行脚集会＆本売上金
	326,256
	　
	　

	雑収入
	46,444
	　
	　

	　　　　　　　　　　計
	4,589,140
	　　　　　　計
	3,043,014

	　　　　　　　　　赤字
	0
	　　　　　　残
	1,546,126

	　　　　　　　　　合計
	4,589,140
	　　　　　　合計
	4,589,140

	　　　　　　＊通信発行には　メール便代＋封筒代＋用紙代＋予備のニュース代も入れました。

	　　　　　　＊ビラや抗議葉書・裁判日時変更のお知らせ葉書は文具・事務費に入れました。

	＊その他ビラ等の印刷では会計に計上しておりませんが教組の厚意でまかなっているものもあります。

	　　　以上の通り報告いたします。
	
	　　　　会計　　　　斎藤義子

	　　　上記の通り相違ないことを認めます。
	　　　　会計監査　金子恵子

	　　　　　　　　　　　　　2007年6月8日

	　　　　　　　　　　　２００７年度　解雇をさせない会予算（案）

	　収入の部
	　
	　支出の部
	　

	摘要
	金額
	摘要
	金額

	前年度より繰越金
	1,546,126
	会議・会場費
	40,000

	年会費２０００×４００
	800,000
	通信発行８回
	500,000

	振込等個人カンパ７０＋α
	1,550,000
	郵便振替手数料
	17,000

	全国行脚集会＆本売上金等
	300,000
	文具・事務費
	40,000

	雑収入
	1,000
	弁護士費用
	2,700,000

	　
	　
	裁判関係事務費
	150,000

	　
	　
	予備費（裁判関係＋α）
	750,126

	　　　　　　　　　　計
	4,197,126
	　　　　　　計
	4,197,126

	　　　　　　　　　赤字
	0
	　　　　　　残
	0


	　　　　　　　　　合計
	4,197,126
	　　　　　　合計
	4,197,126


■　岩井弁護士のお話から
◇　根津さん、河原井さんの処分をめぐって出てきている事件の顔とは何なのか。

　それは、職務命令―処分―研修の3点セットが今回の一連の流れの本質にあるということ。

　「君が代」不起立には職務命令―処分―研修がもれなくついてくる。これが、一つの制度として起立するまでついてくる。それは何のための機能かというと、起立させる目的です。制度としてとらえて初めて内心の自由に対する強制的な転向装置とわかるわけです。これを、一番の特徴として裁判官にわからせたい。だからこそ、憲法19条違反なんだと・・・。

◇　河原井さん、根津さんは、運動的な目的のために闘ってきたわけではないのです。一人の人間、一人の教育者として、自分のできること、できないことの中で苦悩して毎回起たないできた事実、だからこそ、一番先頭に立って一番早く処分を受けなければならない立場になった。

　そういう立場に追い込んでいったのは、都教委なんです。裁判で処分を取り消し、免職にさせないようにしていかなければいけない。そこに、私たちが、絶対に勝たねばならないという、この裁判の特徴があると思っています。

　

■　北村小夜さんの講演から

　　　　　　　　　　　　　　「戦後教育における『日の丸･君が代』」

　　　　　　　　―責任を問われることなく生き続ける「日の丸・君が代」―

　

　1960年から問題提起をした人々の資料を、古いものはガリ版刷りにして大事にしてきたものを基に、北村さんはお話をされた。一つ一つ問題提起があった時に、みんながこぞってやっていたら、こんな時代を迎えることはなかっただろう。だからこそ、「君が代」解雇が迫っているこの時に、どう関わっていくのかが問われているのだと。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村さんの用意された資料

　1960　贄田重雄さん　　特設道徳「君が代」の斉唱は違憲･違法であり、わが子に行なってはなら

　　　ないと提訴したが、取り下げ。

　1965　大阪阿倍野高校の連日「日の丸」掲揚に抗議行動をした組合役員が公務執行妨害で起訴され

　　　　たが、勝訴。

　1970　小作貞隆さん　卒業式の「君が代」斉唱に「３年１組、回れ右」の号令を掛け、依願退職に。

　1970　福岡県立伝習館高校　三教師懲戒免職事件

　1979　小弥信一郎さん　「君が代」アレンジ伴奏　分限免職

　1986　京都市教委「君が代」のカセットテープを小中学校長に配布。　　　反対運動　　 　87年提訴

　1986　沖縄読谷高校で女子卒業生「日の丸」を溝に捨てる。

　　　　呼応して知花昌一さん87国体で「日の丸」を焼く。

　1987　大泉東小卒業式問題

　1988　福岡長尾小卒業式で卒業生製作の「ゲルニカの旗」に代わって「日の丸」が掲示される。

　1994　根津公子さん　「日の丸」を二度降ろしたとして減給処分

　1995　五十嵐正樹さん　確認とちがう「日の丸」を降ろして戒告処分

　1996　北九州ココロ裁判提訴

　1999　ピアノ伴奏拒否裁判提訴

　1999　遠藤さん　図工授業「私が国旗をデザインするなら･･････」で口頭注意

  1999　「国旗・国歌法」成立

　■　集会報告　「君が代」解雇は許さない　　　　　　　　　　　　　　会員　佐藤　丈夫

　　6月10日（日）、“河原井さん・根津さんらの「君が代」解雇をさせない会”主催による〝「君が代」解雇をさせない6・10集会〟が八王子労政会館で120人余の参加者を得て開かれた。

  08年卒業式の「君が代」不起立を宣言している根津公子さんには免職＝解雇が現実のものとなろうとしている。都教委は07年卒業式での不起立に対して停職六か月の処分を下し、それに加えて二重処分として、今度は市教委を介在させない南大沢学園養護学校へと見せしめ異動させた。明らかに「次は免職だ！」という都教委の側からの宣言だ。

  「君が代」解雇の危機は9か月後に迫っている！ さらに翌年には、河原井さんにも同じように解雇の危機が迫ってくる。

  集会で河原井さん・根津さんがそろって訴え、強調したことは、「君が代」解雇をさせない全国運動をつくりだそう！ということ。「５月2７日の京都集会では『君が代』解雇を許さない決議があがった。それは、改悪教育基本法の骨抜き。『君が代』解雇は根津・河原井だけの問題ではない。教育労働者だけの問題ではない。」（河原井）。

  「私たちは『教え子を戦場に送らない』と誓ってきたが、すでに教え子を戦場に送っている。『ワーキングプア』と呼ばれる若者たちが『好景気になるなら戦争もしかたがない』というふうになるのは、戦争の構図のなかでおきている。根津を『君が代』解雇したら、それはあっという間に全国に広がる。嵐を頭を下げてやり過ごそうとしても嵐が過ぎ去ることはない。全国の教員、組合に運動を広げていこう。」（根津）

  会場からは、若い参加者から「今度の卒業式は崖っぷち。『いやなら態度で示そうよ！』と、全国の先生たちみんなが座る、『不起立デー』を呼びかけませんか」という意見も出された。そう、根津さんらが常々訴えているように、みんなが、組合が、不起立をすれば強制も処分もできない！

  集会では、退職教員の北村小夜さんが「戦後教育における『日の丸・君が代』」と題して講演。自らの「皇国少女」としての体験を交えながら「それぞれのとき、やっておけば今のようにはならなかったんじゃないか」「身近で起こったときにどうかかわっていくのか、いま問われている」と提起した。

　都障労組、町田教組から組合として、共にたたかっていく決意が表明された。

  事務局から、①裁判闘争、②署名活動、③都教委への要請・抗議、都庁前情宣活動、④各地での情宣活動、⑤会員募集、ニュース発行、ビデオ上映会など広報活動への取り組みが呼びかけられた。

  ３ヶ月不当停職期間中の河原井さんは全国行脚を展開中。６ヶ月停職の根津さんは、見せしめ異動先である南大沢学園養護学校、前々任校の立川二中、前任校鶴川二中への「出勤」を毎週おこなっている。08年「君が代」解雇を許さない闘いはここから始まっている。

　　あたたかき全国行脚に乾杯　　　　　河原井　純子
· 7月1日　不当停職（3ヶ月）全国行脚終了

　7月2日　出勤しました

7月1日、福島の全国行脚から、11時近くに帰宅しました。全国行脚で訪れた各地で出会った人たちの顔があの人この人と浮かんだ。交わした言葉が次々と思い出されて寝付かれずに、すぐ3時半を迎えてしまいました。いつものように6時半に家を出ました。

7月2日、高等部の打ち合わせで、「これからも『おかしいことには、おかしい』と言い続け態度表明をしていきたいと思います」ということと、その結果として、「現在4つの裁判を抱えています。裁判で学校不在の時は、宜しくお願いします」と話しました。スクールバスが到着したことを告げる合図が鳴り響いて、何事もなかったかのように、再開しました。不思議な程自然にです。

職場の人たちは、それぞれに

「待っていました」「ご苦労様！！」「河原井さんがいなくて淋しかった。会いたかった」「河原井さんのようにゆっくりがいい」「河原井さんの顔をみて、ほっとした」などなどと、言葉をかけてくれました。

生徒たちからも、「君が代」停職を知っている人は、「やっときてくれた」「先生、自分らしく生きたんですよね」「藍染の先生、しばらく」等等歓迎の言葉。学年の保護者の方たちとは、保護者会で少し、お話ができました。うれしいひとときです。

全員の方から「先生、待っていました！」あたたかい笑顔、笑顔に囲まれました。しかし、学年外の保護者のひとりは、「待っていました。でも、保護者は複雑です。子どもの側に立ってくださる先生が、学校からいなくなってしまう。これは避けたい。どうしても避けたいです。君が代不起立、そして停職については、保護者の心は揺れ動きます」と伝えてくれました。そこから、話が始まっていくなと感じ、うれしく想いました。やはり向き合って、目と目を合わせて、対話すること、そのことが大切なのです。当たり前のことですが。
●　全国行脚「やっぱりいってよかった」

まず、私の親愛なる全国行脚の同志たちを紹介します。ずっと同行しました。

1 のぼり（「河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会」の仲間がつくったお気に入 りの手作りのものです。次のように記されています。）　　　　

　　　「都教委に対話を求めます」（河原井の言葉）　　　　

　　　「不起立・不服従は教員の職責です」（根津さんの言葉）

②「君が代」不起立ＤＶＤ　（ビデオプレス）

③茶色の朝　大月書店

④茶色の朝を迎えないために（ピースネット企画）

⑤詩　「現在を問い未来を孕みたい」    藍染の刺し子の表紙で包んでいます

⑥会員募集申込用紙

この6点セットを、手作りの大きなリュックに詰めこんで行脚をしてきました。

縁あって訪ねた行脚の地での様子です。ほんのひとことですが……
· 大阪では

２.１１ホットライン２００７大阪集会でもたっぷりとお話しできたのです。既に用意されていた「日の君」集会への飛び入りで特別報告となりました。大阪の仲間に感謝です。

　翌日のウォチングでは、最後に教育塔の前に行き、教育におけるヤスクニを具体的な方々と合わせて再び震撼しました。

　教員評価の件については、地裁に訴えて本気に闘っていくことが報告されていました。京都の集会でも大きくアピールされ、教育労働者の免許更新制阻止を喚起していました。凜としてさわやかです。

●　三重では　（四日市・松阪）　

　　市民運動と現職の教員たち　退職された元教員たち。「今の教員の人たちいったい何してんの！」というゲキが跳びました。

　　松阪では、８月、子どもたちと広島に行く話、部落問題など白熱しました。秋に再びヒロシマの学習会を共にすることを約束しました。ひとりひとりが思う存分自分らしく生きていました。
●　「そうだ京都へいこう」の京都では

改悪教育基本法の具体化を許さない全国集会へ

全国連絡会が解散した後で心配しましたが、８００名近い参加者。熱気、熱気の集会でした。　　　　　　　

ここの集会アピールで、東京で起こっている根津、河原井の問題は私たちひとりひとりに課せられた問題でありひとりひとりが各職場で地域でできることから始めていこうという確認がされたことは、私の行脚の大きなねらいと合致し、うれしい出来事でした。

またスタッフのひとりの蒔田さんが、わたしの「がんばらない　あきらめない」の心意気をつないで、がんばらない　あきらめない　たのしみたい　つながりたい　とまとめてくれ、さらに背中を押されました。

●　あっつい北海道では(網走　岩見沢　十勝　北広島　札幌　旭川)

北教組では、まだ「歌わない　立たない」という運動方針をおろしていません。その分現職の教員たちがとてもとてもさわやかで元気です。

　北教組本部、札教組支部、国鉄争議団、札幌自由学校「遊」、女のスペース「おん」など訪ね、会話が弾みました。しかし、北海道もいつ東京のようになるかもしれないという危機感がいっぱいでした。処分付きの命令にどこまで抗しきれるか、私の行脚が、北海道の中の情報交換をもたらし、「ありがとう」ということになりました。

　また、北教組は「特別支援教育」にもきちんと向き合って「おかしい」ことには「おかしい」と主張を貫いていました。

　北海道新聞が健在で、私の行脚の十勝版を記事に大きく掲載し、東京の教育状況を正確に述べていました。

　北海道の自然の恵みを、ある時は居酒屋で、ある時は屋台で満喫し、東京以上にあっついほっかいどうの一週間でした。

　野田正彰さんから手書きの集会メッセージが届き、北海道のどの集会にも同行していました。熱い連帯に感謝です。
●　北陸では　(福井　石川加賀　畠山　黒部　魚津　氷見)

人と人とがつながって味わい深い行脚となりました。

医師、在日問題に関わる人、牧師、住職、「障がい」者の共生・共育を運動としてすすめている「文福」の人たち、自立生活を目指す「はぐれ雲」、社会運動、憲法９条の会の人たち、もっともっとたくさんの人たちとの出逢い。

　「「種」を蒔きにきてくれてありがとう。北陸の地でその「種」をしっかりと育てます。」熱い眼差しに感激しました。

　石川県の加賀では、「ヤスクニ」問題を追及し続けている田中伸尚さんの講演を前に、アピールすることができ、「個」を抹殺することへの拒否という点で同次元化できました。

●　神奈川では(横須賀・淵野辺)

学習会、労働講座への合流でした。地域で根強く基地問題・労働問題に日常的に関わっている人たち、今学校で起こっている問題は、企業でも社会でも同じように起こっている。今こそ人権を核にした連帯を、と強く共有できました。

●　千葉市川では（“戦争はいやだ”市川市民の会へ）

　「戦争はいやだ」この一点にこだわりつづけている。私の「強制はいやだ」と共鳴しあいました。

●　東北では(仙台　福島)

仙台では、「河原井純子と語り合う会」実行委員会が立ち上がっていました。私ごのみの農家レストラン「ふみえはらはん」の夕食は生キャベツを手作り肉味噌でばりばり食べるものが食卓に並びました。この時も次の日の集会も「語り合う」ことを主眼においた情深く、心あたたまるものでした。「自分らしく生きる」ことを体現できた２泊３日。私も、出会った人たちも、真に自分らしく語り合うことができた３日間でした。

　福島も静かな平和運動、市民運動の人たちとの出会いがあり、「素」の確かさを気付かせてく　　　れました。語って語って語り合った東北でした。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●　東京では（ほっとスペース八王子　八王子保育教育を考える会　

ス労自主労組　立教大学　上智大学）

　　教育労働者以外の労働者との出会い、若者たちと「日の丸」「君が代」について、または外国の

　　 学生・教授たちと「強制」について対話できたことは貴重でした。

●　これから

来年の３月に根津さんの「君が代」解雇を絶対許してはいけない。

これを許してしまうことは、改悪教育基本法の具体化であり、教育関連３法の実態化である。そしてさらに憲法改悪への道に直結してしまう…何とかしたい、この想いひとすじで全国行脚にでかけました。

　訪れたどこの地でも、今東京で起こっている河原井・根津の君が代問題は河原井・根津固有のことではなく、私たちひとりひとりに課せられた問題であるという確認ができたことは、これからの具体的な闘いをつくっていく上で大きな力になること間違いなしです。２００３.１０.２３通達にはどうしても従うことができないという異論・異見を４０秒の「不起立」で態度表明しているだけです。

　　　「君が代解雇」をもし許してしまったなら、それは、戦後民主主義、法治国家の全否定につな

　　がり、まさに、日本最大の危機を迎えてしまいます。全国の仲間のひとりひとりの手で「君が代」　　

　　解雇を絶対に阻止したい。その具体的な闘いを今、創っています。いまこそ人権を核にした真な

    る連帯を！！
　

近況報告　　停職「出勤」でのうれしい出会い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

　３校への停職「出勤」も3ヶ月が過ぎようとしています。一人で始めた行動ですが、訪問者が多くて１日中一人で過ごすことはほとんどないような状態です。生徒たちのことばに、あったかーい気持ちを感じ、元気をもらったり、グサッと来て、気持ちの整理をしたり。そんな私の校門前「勤務」＝「授業」を日記で追体験してみてください。

５月３１日（木）

鶴川二中へ。私の挨拶にかなりの生徒が無視したり、目を合わさないようにしたりしているが、今日も楽しいことがあった。昨年私に反抗していたＡさんが、先週辺りから表情が違うなと思っていたら、今日はにっこりし、「がんばれ！」と声をかけてくれた。「はーい、がんばります！」と軽やかな声で返した。人は刻々変化する。だから楽しい。

生徒たちの登校が終わり、腰を下ろしたところに、一人の保護者らしき人が私に軽く会釈をされて学校の中に入って行かれた。数分で出てこられた彼女は、「根津先生ですか。娘から聞きました。先生の勇気、すごいですね」と話しかけてこられた。Ｂさんのお母さんだとおっしゃった。「国民投票法の１８歳、徴兵制の年齢と関係すると思うんです。息子が取られる。そう思うと怖くて」「どうしてこの国は異なった意見が認められないんでしょう」と。こういう保護者に出会えて、とっても幸せな気持ちに包まれた。

今日はいつものおじいさんの訪問がないなと思っていたら、ジョギング帰りのＣさんが、おじいさんは不在だと教えてくれた。Ｃさん、「日の丸・君が代」に対する評価は私とまったく違うのだけれど、筋を通して生きる、そのためには全力を挙げるということについては、考えが一致する。私に対して偏見は持たれない。非常な努力家でいらっしゃる。しばらくおしゃべりを楽しんだ。

6月18日（月）

立川二中へ。（中略）今日出会った人たちは――。信号待ちで私の前に止まった車の窓が開き、40歳前後の男性が身を乗り出し、笑顔で手を振ってくださった。私も立って、手を振り、「ありがとうございまーす」と大きな声で答えた。2人目は、私より10歳ほど年長と見られる女性。プラカードを見て、私に話してこられた。「なぜ国歌を歌わないの？」「国歌なんだから歌えばいいじゃない」と。話してみて、そこはかみ合わなかったが、その女性、「でもこんな処分はひどいよね」とおっしゃった。「国旗国歌は尊重するもの」とおっしゃる方の中にも、「処分はやりすぎ」と感じていられる方は結構多い。3人目は、70歳前後と見られる女性。「随分長いねえ」とおっしゃる。初めての方かと思って尋ねると、「いつも見ているよ」と。「いったい国は何を考えているんだろうね」と言われたことに対し、私が「戦争したいんじゃないんでしょうか」と言うと、この女性、「えっ、戦争はいやだよ」と条件反射的に言われた。戦争体験がそう言わせるのだろう。4人目は、今春卒業したＥさんのお母さん。今年はこの道を通られないなあと思っていたところでの出会いだった。お子さんの近況を伺ったりして、楽しいひとときであった。

　今日は定期テスト直前で、原則一斉下校。何人何組かが立ち寄って話していった。3年生のＦさんは、「先生、治安維持法で捕まっちゃうよ」と言う。「治安維持法の時代と同じ、と私も思うよ」と私。彼はこうも言った。「卒業式の日の朝配っていた紙（チラシ）の歌の意味を見て、ホントにむかついた」と。彼は、チラシ回収隊のおじさんに渡さずに、今もこのチラシを大切に保存しているのだそうだ。校門の前で撒かれたチラシを、校門に入ったところでそれを回収する回収隊。無理に回収すれば、彼のように、そこから「なぜ？」と考える生徒が出現するのは当然のことだ。別れ際彼は、「がんばってください」と言ってくれた。

　二人連れの1年生。じっとプラカードを見ていて、「おかしいですよね」「がんばってください」と言う。「どういうことかわかるの？」と訊くと、「はい、わかります」。もう一人は、「軍国主義です。お姉ちゃんが言ってます」と。じっとプラカードを見る生徒に学年を尋ねると、どの生徒も「1年生です」。「何のことか知っているの？」と訊くと、大半が「知っています」。登校時に元気な声で挨拶をしてくれるのも、私のことを一応知っていてのことなのだと、わかった。他にも何人かが、「がんばってください」と言ってくれた。

　曇りの予想が外れ、晴天。アスファルトの照り返しがきつかった。

７月４日（水）

　南大沢学園養護学校に。今日も雨模様。

今日は特記すべき日となった。1ヶ月前からここに来てくれている「君が代」被処分者とは、八王子５中夜間学級の近藤さん。今朝は私が「出勤」した７時３５分にはすでに到着していた。彼は、下に示す「根津公子教諭の解雇を避けるための要請書」を先週校長に手渡そうとしたが、受け取ってもらえなかったので、今日こそは渡したいと思って、早くに来てくださっていたのだった。７時５２分、校長が歩いてくる。近藤さんは校長に名を告げ、挨拶をし、「校長に読んでいただきたいと思い、手紙にしてきました。受け取ってください」と渡そうとしたが、校長には歩を止めて対応する様子が見られない。「待ってください」と２人で何度か言うと、やっと一瞬歩を止め、手紙を受け取った。そして、そそくさと玄関に入っていった。「外に開かれている学校」などと都・市教委は言うが、開かれる対象はしっかり校長・教委が選別している。

近藤さんが、意思表示をしてくださったことにとっても感激し、励まされる。

　彼の校長宛手紙は――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　南大沢学園養護学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００７年７月４日

　　　　　　学校長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八王子市立第五中学校夜間学級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤順一（被処分者）

　　　根津公子教諭の解雇を避けるための請願書

　貴校の根津公子教諭は、現在、不当にも東京都教育委員会より停職六ヶ月の処分を受け、正常な校務が遂行できない状態にあります。処分の理由は、私と同様、卒業式における国歌斉唱時に不起立・不斉唱を行ったこととされています。根津教諭の行動は、卒業式を混乱させたり教育活動を妨害することではなく、生徒や保護者をはじめとする卒業式参列者の思想及び良心の自由が守られること、特に生徒諸君が自ら考え行動することの大切さを訴えるものです。このことを根津教諭は一貫して述べています。私たち、公務員は、憲法九九条にもあるように、この憲法を擁護し尊重する義務があります。私たち、教育公務員が生徒の学習の自由、自由な思考を保障することこそ、その義務の根本であると思います。

学習指導要領に国旗、国歌を「指導するものとする」とあるのは承知しています。国旗、国歌（日の丸・君が代）については、「国旗、国歌法」が成立してはいますが、その歴史的評価や国際的評価について、日本国内外において様々な見解があります。そこで、学校教育の場でこそ、多様な意見が採り挙げられ、慎重に、児童・生徒がよく考えられるように提示される必要があります。貴校で学ぶ児童・生徒や、私の職場の外国人生徒には、特に丁寧に指導する必要があると思います。このように考えてきますと、儀式の場で、一律に外形を整えるのは、教育の本質に逆行していると思います。貴校の実態をぜひきかせてください。

学校という社会のソフトな分野では、自由な意見、行動が最大限保障される必要があります。もちろん、私たちは、勝手気ままにやることはできません。しかし、その自由に対して、処分や、まして完全に身分を奪う解雇など、決してあってはならないと思います。

私は、根津教諭が正常な校務に就けるよう、また、解雇されることがないよう次のことを要請します。

１，停職期間中も、根津教諭が、貴校管理職と話し合いの場が持てるように取りはからってください。

２，停職期間中も、勤務時間の内外を問わず、根津教諭が、貴校教職員と接触し、話し合いが持てるように取りはからってください。

３，解雇処分がされないように、校長として執りうる措置を講じてください。

　以上、よろしくお願いいたします。

　今朝は次々に訪問者がやってこられた。近藤さんのほかに、報道関係のＧさんにＨさん、そして友人４人。
９時２０分頃、校長が副校長を伴って私のところに来た。「用事はここで聞きます。何でしょうか」と。朝、近藤さんが校長に手紙を渡した際に、私が校長に「用事があるので後で校長室に伺います」と告げた、そのことで来たのだった。朝は何の反応もなかったので、さて聞こえたんだろうか？と心配だったのだが、聞こえていたのだ。返事くらいしてくれたっていいだろうに、と思う。「停職中は根津を校地に入れない」と堅く決めた校長は、今日も雨の中、外に出てきて私に対応した。（後略）

　近藤さんの行動に想う：「根津は一人じゃない、私は支持している」。それを示そうと思われて、６月から毎週南大沢学園に早朝からいらしている。「止めろ　根津解雇　『日の丸・君が代』強制」と書いたボール紙で作ったゼッケンを着け、あったかい雰囲気たっぷりに、登校する子どもたちを迎えてくださる。彼の存在そのものが学校で働く人たちや生徒たち、保護者への強いアピールだ。彼の行動に強い共感を覚える。行動に移さなければ、どんなに崇高な考えを持っていても、人には伝わらないと思うから。

■ 次に紹介するのは石川逸子さんの書かれた詩です。私が校門前「出勤」を続けるなかで体験し、思い続けてきたこととまったく重なります。だから是非、皆さんに読んでほしいと思い、石川さんの許可を得て転載します。
　　　　　　【一　通　の　遺　書】　　　　　　　　　　石川　逸子

　　　　　　　　　　　　　       　　 　　ここに
　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　     一通の遺書があります

           生きたいのに

　         生きていくことがあんまり辛い

           閉ざされた壁のなかで

           自死へと追いつめられてしまった　

　         13歳の少女が書いた遺書です              

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                「クラスじゅうの友達から

　                                             冷たい目で避けられ　悪口をいわれ

　                                             もう生きていく自信がないの

　                                             たかがいじめとは言わないで

　                                             毎日　毎日が　ジゴク

　                                       　　   私には　この世は大きらいだったよ」

　                                             と記した少女は

　                                             同じ遺書のなかで　育ててくれた父母に

　                                             何度も　何度も　有り難う　と感謝しています

　  食べ物がなく　飢えていたわけではないのだから

　  爆撃を受けて　殺されたわけでもないのだから

   死んだのは　その子がひ弱で繊細すぎたせいで　　　　　　　　　　　　　　　　

  　その子の親だけが悲嘆にくれ　わが身を責めればよいのでしょうか

                                                「この子は生きたいのに　殺されたのです

                                                どんないじめがこの子の心を死へと追ったのか

　                                               どうかようく調べて　知らせてください

　                                               この子の供養のため　同じ目にあう子が二度と出ないためにも」

  　懸命な親の訴えに

　  学校から　教育委員会から　ＰＴＡから

　  返ってきたのは　保身のための事実隠しと

　  冷たい答えだけだったといいます             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一人の子が

　                                        なぜ　標的にされつづけ　爪弾きされ

　                                        死へ追われねばならないのか

　                                       　執拗ないじめを遊びに感じる　心の闇はなぜ生まれ

　                                   　　　　おおかたの子が　目を伏せ　いじめるがわに付いて

　                              　　　　　　　 わが身が標的にならないよう　怯えて過ごさねばならないのか

             おそらく　子どもの世界で起きたことは

　           大人の世界を鏡のように映しているだけなのでしょう

             ちょっと待って　と立ち止まることなく

　           大きな声にたちまち追随する　大人たちの根深い習性

　                               生徒をおもいやる優れた教師であっても

　                               〈君が代斉唱〉に　着席したからと

　                               〈不適格教師〉として処分する

　                               国家主導の強烈ないじめ

　                               強きを助け　弱きを挫く世に　ひた走るかに見える　経済体制

             いえ　振りかえれば

　           私自身のなかにもある　みんなと一緒でないときの怯え

　           誰かと組むと　不意に勇ましくなったりする　情けない　弱さ

           　相手の心をおもいやれないがゆえに

　           ああ　重ねてきた　たくさんの過ち　

                                                          大人がつるんでいるから

　                                                         子どもがつるんでしまうだけだろうに

　                                                         大人が異端になるまいと必死だから

　                                                         子どもも排除されまいと必死なだけだろうに

                             平和のなかで

　                            平和を紡ぐ生き方を

　                            日々いとなむことの　何というむつかしさ

　

                              しんしんと寒い　

　                            12月の深夜

　                            命を絶つまえに　一人の少女が書いた

　                            一通の遺書の宛先は

　                            私たちへであったのかもしれません

                     「もっと生きていたかった」改訂版　　―子どもたちへの伝言―　より

             　　　　　　　　　　（　　ヒロシマ　ナガサキを考える会　発行　）

　

「一通の遺書の宛先は　私たちへであったのかもしれません」。本当にそうだと思います。

　「私は悪いことはしていない」という気持ちから、校門前「出勤」を始めた停職1ヶ月の時、立川二中の一人の生徒が私の行動を見て、「人はおかしいと思った時には立ち上がっていいんだということを知った。私はこれからそう生きていく」と告げてくれました。この生徒のことばに、私は、私のしていることの意味を教えられました。子どもたちは、「立ち上がっていい」ということを、学校でも、大人社会からも教えられていません。生徒たちにとって身近な存在である教員の私が、行動でそれを示すことで、将来生徒たちが人権侵害に遇った時に「自己責任」と片付けさせられ、病気や自死に追いやられることを防げるかも知れない。立ち上がる力になるかもしれない。そう、気づかされたのです。そして、このことは、停職3ヶ月、6ヶ月、校門前「出勤」の大きな意味になりました。

鶴川二中では、「正義」の顔をして根津バッシングをする大人たちと同じに、生徒たちがバッシングをしましたが、気持ちの整理をしながら、私は、私の行動を変えませんでした。“いじめ”そのものの中で、だからこそしっかりと、私は悪くない、黙らない、正しいと思うことを主張し行動で示し続けようと思ったのです。

停職が解けて、学校の中に入り10回ほどの授業をした昨年の秋は、全国的に“いじめ”問題が浮上していました。校長には、「全校朝会で話をするなら、私の事例を取り上げて話をしてほしい」と要求しました。校長がそれに応じないので、私は校長に断って、授業の中で生徒たちに話をしました。　　

「『人と違うからいじめる』『いじめはよくない』とみんなは真面目に意見文を書いています。学年便りで見ました。でも現実を見て、考えてほしい。私に対するあなたたちの対応は、そのいじめではないのかしら？　人と違うから、他の人と違って『君が代』で起立しないからと、いじめる。その人の愛唱歌ではないだろうに、根津の近くで、聞こえよがしに『君が代』を歌う。根津の嫌がりそうなことを言う。無視をする。それをどんな気持ちでするのだろうか？　それは、いじめだよ」と。

鶴川の、多くの生徒は今はまだ、私の行動を理解してはいないでしょう。でも、中には、「先生がこの学校に来てくれて、私はいやなことはいやだと言っていいことが分かった」と、年度末になされた、生徒からの教員「評価票」に記した生徒もいました。

この生徒のことばからも、上記立川二中の生徒のことばからも、今の社会や学校がいかに子どもたちに、自分の気持ちを抑えさせ、みんなと同じ行動を強い、それを是と思い込ませてきたかを、省みなければなりません。「みんな同じ」がいじめの温床にもなって来たことを省みなければならないと思います。

　都教委からはいじめられ、周囲からは異端視されるわたしが、堂々と生きることが、生きにくくさせられている子どもたちへの応援歌に、少しでもなれたら、と思うのです。　

　

　　6月10日、解雇させない会集会の交流会の席で「来春、不起立を呼びかけるキャンペーンをやろう」「新聞の意見広告をやったらどうか」という提案が出され、じゃあ、集まって議論しようと即決定しました。
　06～07年の過程で都庁のチラシ配布や裁判、町田の集会で20代・30代の参加者が何人も生まれており、そういう人たちがこの呼びかけにこたえて集まりました。第1回目会合に8人、第2回目も参加者が若干変動しながらも8人参加し、超熱い、活発な議論となりました。さらに7月2日の解雇させない会「親組合」の例会にも何人かが参加するという形で、あたかも組合の青年部のようなものとして実質的に運動が動き始めたということです。
  全国署名運動、意見広告運動、都庁包囲行動、定例的な学習会、解雇させない会の会員拡大…来春までやることは山ほどあります。来春、根津さんを「君が代」解雇させないために、私も力を貸そう、という方、ぜひ「青年部」に参加してください。


　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会は、発足後１年が過ぎ、先月初めての総会が無事終わり、２年目に入りました。そこで２００７年度の会費を納入していただきたく、今回、振込用紙を同封しました。

  会員の方(封筒の宛名のところに番号がついている方)は継続に○を付け、新しく会員になって下さる方は新規に○を付けてお送り下さい。

　なお、この機会にお名前・ご住所に間違いがないか確かめようと思いますのでわかりやすくお書き下さい。

　また、既に会費をお送りいただいた方にも振込用紙が入ってしまいますが、どうぞご容赦下さい。カンパは随時受け付けていますが、この機会にお送りいただけるとありがたく思います。

　決算報告を見ていただくとおわかり頂けると思いますが、みなさんからの会費・カンパは、会報発行、裁判の費用に使わせていただいています。今年度もどうぞ ご支援よろしくお願いします。
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ｐ１　・・・　　解雇させない署名のお願い


ｐ２～ｐ６・・・2007年度総会報告


ｐ7～ｐ10・・あたたかき全国行脚に乾杯


ｐ10～ｐ15・・停職出勤でのうれしい出会い


ｐ15　・・・　　解雇させない会青年部誕生　


　　　　　　　　　　　　　





　　「君が代」解雇をさせない


　　　　　6･10集会報告
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「解雇させない会青年部」が誕生！
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夏の予定に是非入れてください。よろしくお願いします。





　7月23日（月）再発防止研修抗議・支援行動


　河原井純子さん　＆　近藤順一さん（八王子5中夜間）


　　　　　　　お二人とも午前中です。


　　水道橋の都教職員研修センター　ＡＭ９:15集合


　　　（工芸高校隣り）








都庁前チラシ撒き


　　情宣活動


８月３日（金）


　　　　第１庁舎


８月２４日（金）


　　　　第２庁舎


・いずれも朝８時からです。


・集合場所は、地下の正面玄関です。





裁判傍聴のお願い


　　　8月2２日（水）東京地裁722号法廷


　　11:00～　06年度根津･河原井処分取消裁判


　　11:30～　河原井さん減給１ヶ月・6ヶ月処分取消裁判


　　16:00～　根津さん減給６ヶ月・停職１ヶ月処分取消裁判


　　　　　　　（東京教組グループ）


裁判官は、傍聴者の数で関心の度合いをはかります。ぜひご参加を！
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